研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　南山苑　健康管理Ｇ　　　　　職　種　作業療法士　　　　　氏　名　鈴木　厚子　

	期　　間　平成30年11月17日（土）～18日（日）　（2日間）

	出張目的　アクティビティ・ケアを学ぶ2日間

	出 張 先　ふれあいランド岩手

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【総括】
今回、アクティビティに関する研修を２日間の日程で参加する機会を得ました。

１日目は、アクティビティインストラクター認定研修で、総論と各領域での実践報告に基づきアクティビティ・ケアの重要性について理解しました。全くの初対面の方とグループになり、実際にアクティビティトイを用い、コミュニケーションを取るという、緊張の中での研修、認定取得となりました。

２日目は、アクティビティ・ケアフォーラムの東北大会であり、県内外の実践者から手技について伝授して頂きました。また、それを実現するための手段についても考える時間となりました。

以下に、プログラムに沿って研修の趣旨をまとめ、考察いたします。

【研修内容】

●11月17日（土）　アクティビティ　インストラクター資格認定セミナー

【総論】

アクティビティー・ケアが介護を変える　～楽しくＱＯＬを高め、ＡＤＬを維持するケアを～

講師：多田千尋氏（高齢者アクティビティ開発センター　代表）

高齢者アクティビティ開発センターの創設について
国連アナン元事務総長（ノーベル平和賞受賞）

「お年寄が亡くなるという事はその街から図書館1つ無くなるのに等しい」

永六輔氏

「お年寄はユーモアの天才！」

沖縄では97歳のカジマヤーで大行列のパレード

「お年寄は宝だ！」

多田氏が考えたこと…図書館・天才・宝を自己実現させる、楽しませることが大切

アメリカではアクティビティディレクターが多数いる→日本にも必要

そこで、高齢者アクティビティ開発センターを創設することとなる

レクリエーションとアクティビティ・ケア
レクリエーション
「Ｒｅ」+「ｃｒｅａｔｉｏｎ」=「再創造する」「創造を繰り返す」

創造性豊かな暮らしで、生きる喜びを感じ、幸せを享受するという考え方

アクティビティ・ケア
芸術活動や遊び活動、さらには生活文化の諸種の活動を通じて高齢者に心の栄養を与え、その人らしい生き方を支え、生活を活性化させるケアの手法

各地での実践報告
心が動けば身体が動く
●熊本県の老人ホーム→近所のママが赤ちゃんを連れて来れるような場所にしたい

外装（デザイン）をかわいらしく、老人施設のようにしない

赤ちゃんを見るだけで、笑顔と会話が増える

ベッドから起き上がろうとする

何かをしてあげたくなる

●水戸市のデイサービス→レクリエーションは竹ほうきを用いての庭掃除

七厘で秋刀魚などの旬のものを焼いて昼食に提供

↓

暮らしに重ね合わせる・生活に溶け込ませる・

出番をつくる・出来る事を見つけ出す

●釧路市の特養→なかなか機能訓練に消極的で、自らの発言もネガティブなものが多い方

子供との交流がヒット！

会いに来てもらうだけでなく、自らプレゼントを持って保育園へ出向く

アクティビティ・ケアの基礎能力
コミュニケーションを大切にする
●あいさつ+15秒（入所者の家族には特に必要）

↓

ネタを探さないといけない

さりげなく話題を出せるように日ごろからトレーニング

●会話を育てる

コミュニケーションツールとして「おもしろおみくじ」を作る

（割り箸にコミュニケーションの「お題」を書いたものをおみくじにする）

☆高齢者が自ら語る話には、アセスメントシートにはない、その人の人生歴が隠れていることも多く、アクティビティ・ケアのヒントがたくさん詰まっている。せっかくの答えをそのまま終わらせてしまうのではなく、質問力を磨き、更なるコミュニケーションへつなげることが大切！

プラスの専門家になる
●病気や障がいを把握しつつも、それにとらわれすぎない

●気付いたことは記録して共有

↓

プラスの情報を共有するためのツールを作成

・１人にノート１ページを使用し、スタッフ全員でコミュニケーションから得た情報を記録

・読み返すとその人を知り、ケアの気持ちが変わる

・その人の尊厳を大切にする

・全職種で定期的に「いいとこ会議」を開催してみる

高齢者に必要な２つの栄養
身体の栄養
生活する上で必要不可欠な栄養⇒専門知識

食事・トイレ・入浴・医療など

計画・実行する人…介護福祉士・医師・看護師・作業療法士・理学療法士・言語聴覚士・管理栄養士などの専門職

心の栄養
生活や人生に潤いを与える栄養⇒アクティビティ・ケア
芸術・遊び・体操・外出・自然・園芸・仕事・美容・動物・社会的つながり　など

計画・実行する人…アクティビティインストラクター・アクティビティディレクター

↓

専門知識とアクティビティ・ケアの視点を持ち、対象者に合わせたケアを行うことで

ＱＯＬの向上　ＡＤＬの維持　を目指す

【考察】

総論では、アクティビティ・ケアがいかに重要であるかと、その為にはコミュニケーション技術を磨くことが大切だと学びました。そのためのツールとして、「おもしろおみくじ」や「個人いいとこノート」の作成は有効であると感じました。介護保険点数に捕われすぎて、時間での業務を「こなす」ことに執着し、各個人に心から寄り添い会話する時間を持つことを、いつからか忘れてしまったような気がします。冒頭の著名人３名がお年寄のことを「図書館」「天才」「宝」と表現していましたが、実践報告での効果からみると、本当にその通りだと考えます。

【アクティビティツールの活用】

アクティビティ・トイ
・大人のワクワクドキドキする楽しい気持ちを誘い、身体・頭・心を心地よく刺激する、生活道具のひとつ

・作業療法の視点から見ても、手・足の運動機能のみならず、認知機能や五感の刺激、コミュニケーションの活発化などを促す

・種類はたくさんあり、求めたい効果によって適したおもちゃがＨＰ（http://www.aptycare.com/）に載っている

アクティビティ・トイ活用の3つの効果と7つのポイント
・効果１…運動的な効果（手・指・足の運動）

・効果２…心理的・脳活性化効果（感性・認知、回想・癒し）

・効果３…コミュニケーション効果（交流）

その人らしさを輝かせる自己実現のための６大ケア




演劇的手法（出番を作ってあげることが大切）
・院長だった方→Ｄｒ.回診と称して、白衣を纏い利用者の体調確認を行なってもらう

移動（歩行）にふらつきなくなる

・ヤクルトレディだった方→ヤクルトの売り子になってもらい、各部屋を回る

移動（歩行）に安定感が増す

・戦前の女流ピアニスト→寝たきりであったが、手指がいつも動いていた

ストレッチャーでピアノ演奏して練習を続ける

車椅子でリサイタル開催できるまでに回復

【考察】

アクティビティ・ケアで大切な事として、①心が動けば身体が動く、②高齢者に出来る限り快適な暮らし文化を提供するとある。高齢者の心を動かすにはどうしたらよいのか？まさに総論の中でのコミュニケーションツール等を用いて、その人の人生の歴史を知る事が大切だと考える、但し、人生の歴史を知るにはご家族からの情報収集も大切であり、その為には、日頃からご家族とも交流がなければ、情報を引き出すことが出来ないと思う。日常業務の中で、ご家族対応は他職種に任せておけばいいという思いがどこかにあり、積極的な関わりを持とうとしていなかった。施設内での生活をいかに輝かせ、アクティビティを提供できるかは、私自身が変わらなければならないと考えた。

●11月18日（日）　第７回アクティビティ・ケアフォーラムｉｎ盛岡

【基調提案】

要介護者の意欲を引き出すアクティビティ・ケア

講師：多田千尋氏（高齢者アクティビティ開発センター　代表）
アメリカ→お年寄を楽しませる「アクティビティディレクター」が特養にいる

ピッツバーグ→入院中の子供たちを楽しませる「チャイルドライフスペシャリスト」がいる

介護職→「単純労働」と言われているがとんでもない話、「高度専門職」と考えるべき！

「単純労働」と考えられる所以は、外国人労働者の導入

「言葉が通じなくてもどうにかできる」という国の考え

☆一斉レクリエーションは、ひとり1人の人生（生活歴）など全く見ていない

↓　では？

お年寄りを輝かせるためには、どうデザインしていけば良いのか？

【実践報告１】

アクティビティで拓く！地域と高齢者のつながり

講師：原田和巳氏

（株式会社リフシア　健康呼ぼう事業担当　理学療法士/アクティビティ　ディレクター）

生活をどのように捉えていくのか？
見えやすい（数値化しやすい）評価→筋力・関節稼動域・歩行能力など

見えにくい評価→自尊心・自身・意欲・自己制御・忍耐力など

※この、見えにくい評価項目に着目！

事例①　認知症状が進み怒りやすくなった方

・一時的な、その場しのぎの対応では信頼関係は築けない

・本人と話をしてみると、仕事をしている時はイライラしないと話す

・本人は、元庭師

・地域の方に協力依頼し、庭の剪定作業をやらせてもらう

・次第にイライラ怒ることが減ってきた

事例②　元宮大工の方

・子供の「かんな削りをやってみたい」を相談

・必要な道具を揃えにホームセンターへ買い物

・刃物を研ぐための砥石と台座が必要

・台座も作成してしまう

・今では、１本300円で研ぎの仕事を請け負っている

【実践報告２】

利用者の生きがいを支えるアクティビティ・ケアの構築

講師：北田博義氏（株式会社十人十色　デイサービス心笑　代表）
デイサービスの役割
介護負担の軽減・入浴・食事・健康チェック・機能訓練等々…

その中でも「アクティビティ」に着目してみる

しかし…業務に追われて、アクティビティの準備さえ侭ならない

★アクティビティの専門家（外部講師）探し⇒介護職員の負担にならずに続けられる

スタッフの採用面接の際に聞き取り・地域の回覧板にチラシ・

活動センター・カルチャーセンター回り

★「手芸」が受け入れられやすい

ポイントは４つ　①道具に馴染みがある

②工程数が多く、目標が立てやすい

③スタッフ・講師の教え方が上手い

④誰しも行なったことのある作業で競い合える

【考察】

実践報告より学んだことは、やはり１日目の講義にもあった「その人の生活歴を知る」ことがポイントとなります。原田氏は、作業療法士よりも作業療法士っぽい考えの理学療法士であり、その着目点には驚かされる反面、自分にない気づきを勉強させられました。また、北田氏は経営者として、介護職員の負担を軽減すべく、自らが活動センターやカルチャーセンターに駆け込み、ヘッドハンティングしているということで、事業所の質を向上させるための努力を惜しまない素敵な経営者だと思いました。作成する作品はクオリティを重視するという事で、高齢者ならではの作品となっていました。子供が作るような作品を高齢者には作らせないようにする努力が素晴らしいと思います。

【分科会１】

笑顔と意欲を引き出す！アクティビティ・トイ実践

実践者：原田和巳氏

（株式会社リフシア　健康呼ぼう事業担当　理学療法士/アクティビティ　ディレクター）

高齢者を元気にするアクティビティ・トイのポイント
1 勝敗が分かりやすい（多い少ない、崩れたら負けなど見た目にも分かりやすいもの）

2 ルールが簡単（子供とお年寄が一緒に楽しめる難易度のもの）

3 緊張感がある（スピードやバランスを必要としドキドキ・ハラハラするもの）

4 達成感が得られる（協力してゴールまで目指すようなもの）

5 大人数でも楽しめる（チーム制にするなど工夫して全員でワクワクできるもの）

6 ゲーム時間は15分程度（短いゲーム時間でワクワク・ドキドキが持続できるもの）

種類：積み木系・スピード系・記憶系・パズル系・クイズ系・ギャンブル系・ハンドスキル系

★アクティビティ・トイは初めての人でも、認知症の人でも、車椅子の人でも楽しめる

【分科会２】

音楽オクティビティで楽しく脳トレ！

実践者：下天摩玲奈氏

（介護老人保健施設平成の家　本部プランナー　音楽療法士/アクティビティ　インストラクター）

「楽しい」を生み出すために
①誰のための活動か？

毎回同じゲーム・職員配置・言葉のかけ方…

「こなす」ことでいっぱいになっていないか？

軸がブレると、「こなす」ことがメインの職員のための活動になってしまう

②活動の目的は？

なんとなく、ただ「こなす」だけ

焦点がズレるとアクティビティの目的がズレる

③対象者の「今」をどれだけ知っているか？

身体・心・認知が「今」に合っていないと楽しいは生まれない

④対象者と提供者の関係

常に「鏡」の関係

一生懸命に準備すると活動の密度が変わる

音楽アクティビティを実施するポイント
①計画の立て方

目的・ねらいを明らかにする

導入→展開→鎮静の形でプログラムを構成

テーマを設定してプログラミング

対象者やグループの現状を踏まえて考える（ちょっと頑張ればできる、自己肯定感）

②環境設定

場所：広さ・人数に合っているか・音の響き

音源：ＣＤ・ピアノ・カラオケ・マイク

隊形：並び・司会者の位置・音源の位置

③音の高さ、テンポ

一番上になる音を事前に確認した上で歌の活動を提供する（「ラ」か「シ」が歌いだしやすい）

早すぎてもゆっくりすぎてもダメ

④会話のスピード

活動と活動の合間にコミュニケーションの時間をもつ

早すぎると話についていけない（ゆっくり・はっきり・落ち着いた・馴染みの言葉で）

⑤小物の活用

会話の中での想起が難しくなってくる（回想しやすくするための小物を活用すると効果的）

⑥使う楽器の選択方法

ハンドベル・トーンチャイム（タイミングよく鳴らす・対象者の見極めが必要）

鈴・シェーカー・鳴子（リズムに合わせて手首を動かすだけで鳴らせる）

⑦音楽コンテンツと目的

歌：歌唱・歌唱+楽器・歌+グーパー体操

嚥下体操：パタカラナ・パタカラ体操・あいうべ体操

体操：歌に合わせて足踏み+腕振り・鈴綱・タオル体操

合奏：階名奏・コード奏・五音音階奏

⑧スタッフの関わり方

絶対に強制はしない

敬意を払う

【考察】

アクティビティ・トイの分科会では、グループ５～６名に分かれて、ただひたすらにゲームを行ないました。初対面で自己紹介もないまま１時間程の時を過ごしましたが、苦痛は一切なく、知り合いかのようなコミュニケーションがいつの間にか生まれていました。トイの中には、ちょっとした工夫で作れそうなものもありましたし、100均で集めて出来そうなものもあったので、活用してみます。

また、音楽療法では「楽器が弾けないから出来ない」と思っていましたが、「人の声」が一番あわせやすく歌える楽器であるとのことでした。楽しいを生み出す音楽アクティビティのポイントを参考にして、現在の音楽プログラムを充実したものにチェンジできればと思います。
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